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【はじめに】シクロオレフィンポリマー(COP, cycloolefin polymer)は光学用プラスチックとして良

く知られている．COP の基本的特性として，透明性が高く，複屈折が小さい，耐熱性が優れ，吸

湿が低い，精密成形性に優れるなどの特性が知られている．上記 COP の特性を活かして，光学レ

ンズや光学部品，医療用樹脂として良く使われている．特に本研究室では，マイクロ流路チップ 

への応用に注目し，COP親水化表面処理に低温大気圧プラズマの適用の可能性を試してみた． 

【実験方法と結果】本報告では，京セラの平板電極（50 mm×50 mm）を用いてより広い面積のサ

ンプルのプラズマ表面を試してみた．大気圧中の空気を放電ガスとして用い，正弦波の周波数を

30 kHzに固定した場合，電圧が 3.1 kV で放電が開始され 3.8 

kV で電極全面に均一な放電を確認した．しかし，上記の条

件下でCOPの表面処理を行うと熱によるCOPの変形が確認

された．サーモグラフィカメラを用いて平板電極の表面が観

察すると 1分間の放電で電極表面の温度が 130℃まで増加す

ることか確認された．このようなプラズマによる熱の影響を

抑えるために本研究では平板電極と処理する COP 基板の間

に 1 mmの空間を設け，ヘリウムガスで充満させ放電の温度

を制御しながら表面処理を行った．結果，より低い放電電圧

（2 kV）で安定な放電が確認され，さらに 10分間の放電で

も図 1 に示すように最大 87℃まで温度の抑えることが出来

た．上記の放電条件で 2分間の処理時間を設けると図 2に示

すように COP 表面の水接続角度を 100°から 35°まで下げ

ることが出来た．処理時間を 10 分まで長くすると水接続角

度はさらに 24°まで下がった．COP 表面処理前後のサンプ

ルの XPS分析結果から COP表面が酸化されていることが明

らかである． 
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図 1 プラズマ 10 分照射後の温度分布  
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図 2 COP 表面の水接続角度のプラズマ

処理時間依存性 
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